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議
案
番
号

議　員　名　　 松
本
淳
一

飯
田
健
一

荻
原
洋
平

西
澤
一
彦

江
沢
岸
生

市
川
久
芳

渡
辺
美
智
子

渋
川
芳
三

高
山
恒
夫

上
松
永
林

竹
井
政
志

久
保
田
幸
治

小
林
喜
美
治

山
﨑
一
郎

石
田
克
男

議
決
結
果　　議案等名

68 平成 28年度　飯山市一般会計歳入歳出決算
委員会 ● ● ○ ○ ● ● ● 長 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 認定
本会議 ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 認定

79 平成 28年度　飯山市駐車場事業特別会計歳入歳出決算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

81 平成 29年度　飯山市一般会計補正予算（第 3号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

91 平成 29年度　飯山市駐車場事業特別会計補正予算（第 1号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

98 飯山市防災会議条例の一部を改正する条例
委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― 長 ● ― ― ○ ― 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 可決

99 飯山市国民保護協議会条例の一部を改正する条例
委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― 長 ● ― ― ○ ― 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 可決

平成 29年 9月定例会で審議された議案等
【決算認定13件】
　平成 28年度　飯山市一般会計・各特別会計・水道
事業会計歳入歳出決算

【補正予算案12件】
　平成 29年度　飯山市一般会計・各特別会計・水道
事業会計補正予算

【条例案7件】
◇飯山市情報通信施設条例の一部を改正する条例
◇飯山市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進
　委員の定数に関する条例
◇飯山市起業支援センター条例の一部を改正する条例
◇飯山市宿泊施設活用促進条例
◇飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正する条例
◇飯山市防災会議条例の一部を改正する条例
◇飯山市国民保護協議会条例の一部を改正する条例

【事件案４件】
◇市道路線の認定について
◇市道路線の廃止について
◇市道路線の変更について
◇平成 28年度飯山市水道事業会計未処分利益剰余金
　の処分について
【報告1件】
◇専決処分事項の報告について

【人事案２件】
◇教育委員会委員の任命に関する同意を求めることに
　ついて
◇人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
　について

【意見書２件】
◇道路整備事業に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を
　求める意見書
◇核兵器禁止条約に賛同し、批准の手続きを求める意
　見書

【決議2件】
◇北朝鮮による弾道ミサイル発射と核実験に強く抗議
　する決議
◇長野県議会議員の定数１減に対し飯水と中高の合区
　に断固反対する決議

賛否が分かれた議案の表決結果 ※「長」は委員長のため委員会での表決権
　はありません。
※「-」は別委員会のため表決権はありま
　せん。 ○＝賛成　　●＝反対

飯山市議会 9月定例会で審議された議案のうち、賛否の分か
れた議案の表決結果についてお知らせします。

　

９
月
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月

21
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、

招
集
日
に
は
決
算
案
13
件
、
補
正
予
算
案

12
件
、
条
例
案
７
件
、
事
件
案
４
件
お
よ

び
報
告
１
件
、
最
終
日
に
は
人
事
案
２
件

が
提
出
さ
れ
、
合
わ
せ
て
39
件
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
案
を
除
き
、
議
案
は
所
管
の
委
員

会
に
付
託
さ
れ
審
議
を
行
い
、
最
終
日
に

は
、
各
委
員
長
報
告
と
採
決
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
議
会
運
営
委
員
会

か
ら
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率

等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
」・「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
し
、
批

9
月
定
例
会
概
要

准
の
手
続
き
を
求
め
る
意
見
書
」
お
よ
び

「
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
と

核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
決
議
」・「
長
野

県
議
会
議
員
の
定
数
１
減
に
対
し
飯
水
と

中
高
の
合
区
に
断
固
反
対
す
る
決
議
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
審
議
さ
れ
た
議
案
等
に

つ
い
て
は
全
て
可
決・認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　　

な
お
、
採
決
に
先
立
っ
て
４
名
の
議
員

か
ら
賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　※

６
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
に
は
14
人
の

　
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て

　
は
、
11
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

県
議
会
に
陳
情

　

県
議
会
議
員
の
選
挙
区
等
の
見
直
し
に

お
い
て
、飯
山
市・下
水
内
郡
区
と
中
野
市・

下
高
井
郡
区
を
合
区
に
し
て
定
数
２
と
す

る
案
な
ど
の
審
議
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い

る
こ
と
を
受
け
、
９
月
25
日
に
佐
藤
議
長
・

石
田
副
議
長
を
含
め
11
名
の
議
員
が
、
長

野
県
議
会
に
垣
内
県
議
会
議
長
・
諏
訪
副

議
長
を
訪
ね
、「
長
野
県
議
会
議
員
の
定
数

１
減
に
対
し
飯
水
と
中
高
の
合
区
に
断
固

反
対
し
、
飯
山
市
・
下
水
内
郡
区
の
維
持
、

定
数
の
確
保
を
求
め
る
陳
情
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
立
市
長
、
森
川
栄
村
長
そ
し

て
福
原
栄
村
議
会
議
長
も
同
日
、
３
者
連

名
で
の
「
長
野
県
議
会
選
挙
区
の
飯
山
市
・

下
水
内
郡
区
議
員
定
数
に
関
す
る
要
望

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。　

　

垣
内
議
長
か
ら
は
「
皆
さ
ん
の
熱
い
気

持
ち
は
、
審
査
し
て
い
る
選
挙
区
等
調
査

特
別
委
員
会
に
伝
え
る
」
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
で
は
、
３
月
定
例
会
で
も
県

議
会
議
員
の
現
行
選
挙
区
の
維
持
、
定
数

確
保
を
求
め
る
決
議
を
可
決
し
、
４
月
11

日
に
県
議
会
議
長
へ
要
望
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

　

飯
山
市
議
会
か
ら
の
陳
情
書
に
つ
い
て

は
39
㌻
に
掲
載
し
ま
す
。

本会議は一般に公開され、個人でも団
体でも自由に傍聴できます。
市政を知る良い機会です。議会傍聴に
お出かけください。
議場は市役所５階です。傍聴席入口か
らお入りください。

市議会を傍聴しませんか

予算決算常任委員会全体会の様子

合
区
反
対
決
議
を
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〇神戸住宅
神戸区の個人から寄付を受け若者住宅へ。
建物自体は平成元年に建築されたもの。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
文
化
交
流
課

・
五
郷
研
修
館
の
利
用
の
現
況
と
今
後
の

考
え
方
、
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
元
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

↓
平
成
13
年
か
ら
芸
術
家
３
名
が
ア
ト
リ

エ
と
し
て
使
用
。
現
在
活
動
内
容
は
薄
く
、

建
物
の
老
朽
化
や
治
安
の
問
題
も
あ
り
、

地
元
の
考
え
を
聞
き
検
討
し
た
い
。

◎
子
ど
も
育
成
課

・
中
高
連
携
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
英
・
数

に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
の
学
力
は
こ

の
２
教
科
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

↓
当
初
つ
ま
ず
く
数
学
や
算
数
は
基
礎
が
わ

か
ら
な
い
と
次
へ
の
段
階
が
厳
し
い
。
つ
ま

ず
き
調
査
で
も
数
学
や
算
数
が
弱
い
。
教
科

拡
大
は
教
員
の
配
置
も
あ
る
た
め
難
し
い
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
・
人
権
政
策
課

・
菜
の
花
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
支

援
と
は
。
ま
た
、
宿
泊
な
ど
経
済
効
果
に

つ
な
が
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

↓
人
的
な
支
援
を
し
て
い
る
。
参
加
人
数

が
そ
の
ま
ま
宿
泊
に
つ
な
が
る
た
め
、
参
加

者
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
部
落
解
放
同
盟
補
助
金
に
つ
い
て
補
助

額
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
検
討
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

↓
活
動
内
容
は
適
正
で
あ
り
、
今
の
状
況

で
は
下
げ
る
の
は
難
し
い
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

・
消
火
栓
や
防
火
水
槽
設
置
の
敷
地
料
に
つ

い
て
以
前
か
ら
の
も
の
と
新
規
で
設
置
す
る

場
合
の
違
い
に
つ
い
て
統
一
で
き
な
い
か
。

↓
昭
和
初
期
の
こ
ろ
整
備
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
条
件
で
借
り
て
い
る
も
の
と
な

る
た
め
、
統
一
に
つ
い
て
は
難
し
い
。

・
職
員
訓
練
は
地
震
限
定
だ
が
、
水
害
を

想
定
す
る
な
ど
の
対
応
も
検
討
を
。

↓
水
害
は
あ
る
程
度
備
え
ら
れ
る
。
28
年

度
は
時
間
外
閉
庁
時
に
発
生
し
た
地
震
を

想
定
し
訓
練
を
実
施
し
た
。

※
こ
の
他
、
ふ
る
さ
と
館
管
理
運
営
事
業
、

職
員
研
修
事
業
、
財
産
管
理
経
費
、
ふ
る

さ
と
寄
付
金
推
進
事
業
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
事
業
、
賦
課
徴
収
事
務
費
等
に
つ
い

て
質
問
等
が
あ
っ
た
。

（
総
務
文
教
分
科
会
審
査
）

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

（
産
業
民
生
分
科
会
審
査
）

◎
道
路
河
川
課

・
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
補
助
事
業
に
つ
い
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
現
時

点
で
暗
い
場
所
が
あ
り
新
規
街
灯
設
置
の

要
望
が
あ
る
。
新
規
の
街
灯
設
置
を
優
先

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

↓
地
元
か
ら
の
新
規
要
望
も
多
く
、
予
算

の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
。

※
こ
の
他
、
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
、

農
業
委
員
会
事
業
、
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
生
産

振
興
対
策
事
業
、
信
越
自
然
郷
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推

進
事
業
、
区
画
整
理
事
業
、
重
度
要
介
護

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

高
齢
者
家
庭
介
護
者
慰
労
金
等
給
付
事
業

等
に
つ
い
て
質
問
等
が
あ
っ
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査

産
業
民
生
常
任
委
員
会
審
査

◎
議
案
第
96
号
　
飯
山
市
宿
泊
施
設
活
用

促
進
条
例　

現
在
、
営
業
し
て
い
る
ま
た

は
、
過
去
に
営
業
し
て
い
た
旅
館
等
の
施

設
を
取
得
し
、
営
業
活
動
を
行
う
事
業
主

に
対
し
、
固
定
資
産
税
等
に
つ
い
て
、
10

年
間
免
除
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
市
内
従

業
員
を
１
人
以
上
雇
用
す
る
こ
と
が
条
件
。

・
旅
館
等
の
経
営
は
繁
忙
期
や
閑
散
期
が

あ
り
、
季
節
営
業
と
な
る
場
合
や
、
親
族

が
従
業
員
と
な
っ
た
場
合
、
減
免
条
件
に

あ
た
る
の
か
。

↓
通
年
営
業
が
条
件
と
な
る
。
親
族
を
従

業
員
と
す
る
場
合
は
、
税
の
申
告
に
お
い

て
、雇
用
主
と
従
業
員
と
い
う
関
係
が
し
っ

か
り
し
て
い
れ
ば
対
象
と
な
る
。

◎
議
案
第
97
号
　
飯
山
市
若
者
・
定
住
住

宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

神
戸

区
に
あ
る
住
宅
に
つ
い
て
、
個
人
か
ら
寄

付
を
受
け
、
こ
の
住
宅
を
活
用
し
て
若
者

住
宅
と
す
る
も
の
。

・
今
後
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
え
る
と

思
わ
れ
る
が
具
体
的
な
方
針
や
計
画
は
あ

る
の
か
。

↓
市
内
の
若
い
人
た
ち
か
ら
若
者
住
宅
に

つ
い
て
の
要
望
が
あ
る
。
ま
た
、
若
者
の
移

住
希
望
者
も
中
古
住
宅
の
要
望
も
あ
り
、

市
内
外
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
利
用
状
況
を

勘
案
し
て
総
合
的
に
検
討
し
て
進
め
た
い
。

◎
議
案
第
98
号
　
飯
山
市
防
災
会
議
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
議
案
第
99
号

飯
山
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例　

に
つ
い
て
、
自
衛
隊
を

入
れ
る
の
は
ど
う
か
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

※
観
光
イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
購
入
事
業
、

未
登
記
対
策
事
業
等
に
つ
い
て
質
問
等
が

あ
っ
た
。

〇
飯
山
市
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

14
日
の
審
査
終
了
後
に
飯
山
市
中
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
で
は
中
学
校
の
生
徒
の
給
食
を
作
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
定
め
ら
れ
た
見
学

管
内
視
察

〇小菅の里の家（仮称）
地域振興を目的に地域おこし協力隊員を中心
に、宿泊と体験をセットにし、小菅の文化や
自然に触れてもらえるような宿泊施設を地元
と活用方法を検討中。

長野県議会議員の定数１減に対し飯水と中高の合区に断固反対し、
飯山市・下水内郡区の維持、定数の確保を求める陳情について

　平成29年9月12日に開催された長野県議会選挙区等調査特別委員会において、次回県
議会議員選挙に向け議員定数を１減とする対象選挙区について、2つに絞られた案うちの１つ
の候補として飯山市・下水内郡の定数１と中野市・下高井郡の定数２を合区して定数２とす
る案が示されたとの過日の新聞報道に、県の最北端に位置する当地域では強い不安の声が出
ています。
　１票の格差は概ね２倍程度を目指すということが方針の１つではあるものの、これまで市同
士の合区は例がなく、まして飯山市・下水内郡区は全国屈指の特別豪雪地帯にあり、その自
然環境はことのほか厳しく、隣接する地域とはいえ中野市・下高井郡区とはまったく生活圏は
異なった様相となります。
　生活環境が厳しい故に、過疎化が進んでいるのは事実であり、この上、飯水と中高を合区
することは過疎地や弱者の切り捨てと言わざるを得ません。
こうした特別豪雪地帯における地方創生や地域住民の安全・安心の暮らしを守るためには、
１票の格差のみに捉われない、まさに多様で広範囲な総合的対策が必要であります。
　雪国での生活の営み、雪との闘いは、そこに住み続けている者にしか分からない苦労や葛
藤があり、その生の声や心底からの訴えを国・県に伝えていくためには、飯山市・下水内郡
区選出の議員が不可欠であると考えます。
　よって、長野県議会議員の定数１減について、飯山市・下水内郡と中野市・下高井郡を合
区することには断固反対し、飯山市・下水内郡区の維持、定数１の確実な確保を強く求める
ものです。

※県議会へ提出した陳情書

意
見
書
・
決
議

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関
す
る

　
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
吉
越
　
邦
榮
　
　
氏
（
常
盤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
原
案
同
意
》

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

　

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　

高
橋
　
秀
樹
　
　
氏
（
秋
津
）

　
　
　
市
川
　
泰
成
　
　
氏
（
木
島
）

　
　
　
高
津
　
弘
子
　
　
氏
（
飯
山
）

　
　
　
米
持
　
美
知
代
　
氏
（
瑞
穂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
適
任
可
決
》

◇
道
路
整
備
事
業
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩

　
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
可
　
決
》

◇
核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
し
、
批
准
の

　
手
続
き
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
可
　
決
》

◇
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
と

　

核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
決
議　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
可
　
決
》

◇
長
野
県
議
会
議
員
の
定
数
１
減
に
対
し

　

飯
水
と
中
高
の
合
区
に
断
固
反
対
す
る

　

決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
可
　
決
》

人
　
事
　
案

コ
ー
ス
か
ら
窓
越
し
に
施
設
と
業
務
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

担
当
者
か
ら
は
、「
衛
生
管
理
の
徹
底
」、

「
多
様
な
調
理
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
」、「
郷
土
愛
を
育
む
食
育
へ
の
対
応
」

そ
し
て
「
オ
ー
ル
電
化
方
式
の
採
用
」
と

い
う
４
つ
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
の
説
明
を
受

け
、
集
落
サ
ロ
ン
等
の
際
に
も
施
設
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
の
お
話

も
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
日
の
生
徒
と
同
じ
給
食
を

い
た
だ
き
解
散
し
ま
し
た
。

調理の様子を見学

市
川
久
芳
議
員
の
２
つ
の
議
案
に
対
す
る
反
対
討
論
は
、
議
案
の
内
容
に
は
一
切

触
れ
ず
、
議
案
以
外
の
意
見
を
発
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
討
論
の
趣
旨
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
と
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
本
人
の
同
意
を
得
て
議
長
の
職
権
で
討
論
全
部
を
取
消
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会 

市
川
議
員
の
発
言
取
消

管
内
視
察


